






 
研究目的 

 現在では小児期においても生活習慣病危険因子である肥満、高脂血症、高血圧がかなり

の頻度で見られている。そこで、全国的な共通理解の上に立ったこれら危険因子のガイド

ラインを作成することを目的としている。 


